
令和元年８月５日

１ 施設の概要

２ 指定管理者が行う業務

３ 施設の管理体制

４ 施設の利用状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月 合計

３０年度 無料開放 無料開放 無料開放 無料開放 無料開放 無料開放 無料開放 無料開放 1,996 15,952 14,273 1,004 33,225

２９年度 無料開放 無料開放 無料開放 無料開放 無料開放 無料開放 無料開放 無料開放 3,267 16,372 15,320 4,571 39,530

増　減 － － － － － － － － △ 1,271 △ 420 △ 1,047 △ 3,567 △ 6,305

施設内容

駐車場名/面積
大山国立公園駐車場 (大山博労座第1から第5駐車場)　　　　　　　　　　　/　17,300.57㎡
大山屋内駐車場 (大山立体駐車場1階及び2階)　　　　　　　　　　　　　　/　 7,640.59㎡
大山隠岐国立公園上槙原駐車場　(大山槙原駐車場第1から第3駐車場)　　 　/  35,151.00㎡

正職員（常勤職員）：３人、非常勤職員：１人、臨時職員：２０人（季節雇用）〔計：２４人〕

・管理施設の維持管理に関する業務 (一般管理業務並びに保全、清掃及び維持修繕業務)
・管理施設の利用許可、利用料金の収納及び利用制限に関する業務
・管理施設の利用促進及び利用者への利便提供に係る業務

　【体制図等】
・一般社団法人大山観光局代表理事を管理責任者とする体制
・駐車場の要員 (管理チーフ、一般職員、経理)として人員３名を通年で雇用
・冬季には、駐車場料金徴収及び整理要員として２０名を臨時（季節）雇用
・駐車場の会計管理については特別会計を設け、経理担当職員が管理している

開館時間

利用料金

冬季に大山国立公園駐車場、大山屋内駐車場を有料化 (大山隠岐国立公園上槙原駐車場は冬季無料)

●大山国立公園駐車場　　乗用車　　　　　　１，０００円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(午後2時以降入場700円、午後5時以降入場500円)
　　　　　　　　　　　　大型バス　　　　　２，４００円
　　　　　　　　　　　　マイクロバス　　　１，８００円
　　　　　　　　　　　　二輪車　　　　　　　　１００円

●大山屋内駐車場　　　　乗用車(土日祝)　　１，５００円(2日目以降１，０００円)
　　　　　　　　　　　　乗用車(平日)　　　１，０００円(2日目以降１，０００円)

※身体障がい者等を対象とした利用料の減免有り
※12月29日～1月3日は祝日扱いとする

管理体制

昭和３９年　博労座駐車場設置
昭和４５年　槙原駐車場設置
昭和６３年～平成元年　立体駐車場整備

委託業務の内容

休館日

指定管理者名

施　設　名

施設所管課名

平成29年4月1日～令和3年3月31日

西伯郡大山町大山、大山町赤松

設置目的

利用者数 (人)

・休場日
　　大山国立公園駐車場　　　　　年中無休
　　その他の駐車場　　　　　　　冬季以外 (スキー場営業開始日　　　【12月23日】から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翌年のスキー場営業終了日 【3月3日】以外)

指 定 管 理 業 務 点 検・評 価 シ ー ト（平成３０年度業務）

所在地

連絡先

指定期間

大山駐車場

・利用時間　　　午前０時～翌日の午前０時

設置年月日

国立公園大山地内の利便性を高め、県民が大山の自然並びに歴史及び文化に親しむ機会を増大させ、
もって自然を大切にする心をはぐくむとともに、大山の観光振興に寄与する。

西部総合事務所 0859-31-9364

一般社団法人大山観光局



４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月 合計

３０年度 無料開放 無料開放 無料開放 無料開放 無料開放 無料開放 無料開放 無料開放 2,319 16,807 15,280 958 35,364

２９年度 無料開放 無料開放 無料開放 無料開放 無料開放 無料開放 無料開放 無料開放 3,312 14,408 13,718 4,223 35,661

増　減 － － － － － － － － △ 993 2,399 1,562 △ 3,265 △ 297

５ 収支の状況

６　労働条件等

（参考）
○労働基準監督署長への届出が必要な労使協定の例（労働基準法に基づくもの）
　・労働者の貯蓄金をその委託を受けて管理する場合（労働基準法第18条）
　・１ヶ月単位の変形労働時間制（労働基準法第32条の２　就業規則に定めた場合には届出不要）
　・１年単位の変形労働時間制（労働基準法第32条の４、第32条４の２ほか）
　・１週間単位の非定型的変形労働時間制（労働基準法第32条の５）
　・時間外労働・休日労働（労働基準法第36条　いわゆる「３６協定」）
　・事業場外労働のみなし労働時間制（労働基準法第38条の２　事業場外労働が法定労働時間内の場合は不要）
　・専門業務型裁量労働制（労働基準法第38条の３）

備考
臨時職員

選任の要否：否　　選任状況：選任なし

選任の要否：否　　選任状況：選任なし

１３８千円/月

週休２日

正職員 非常勤職員

給与金額

自己申告

７時間４５分

２３０千円/月

３６協定書

労働時間

休暇、休日の状況

労働条件通知書
大山駐車場冬季有料営
業時係員募集要項

３６協定書

就業規則の作成状況

１日～５日/週

状況

労働条件の書面による提示

労使協定の締結状況

確認項目

雇用契約
・

労使協定

安全衛生

使用者の現認

８時間

衛生管理者の選任

※幅がある場合は上限、
下限を記入

※タイムカード、ICカード、
自己申告、使用者の現認
などの別を記入

所定労働時間

時間管理の手法

給与

※業種・規模の要件あり

※平均月額を記入

支払い遅延等の有無 無

安全衛生推進者（衛生推進者）の選任

※書面の名称を記入

※労働基準監督署長へ
の届出が必要な協定の有
無

60

0

38,948 △ 4,440

0

△ 2,475

収 　支 　差 　額 2,025

700

小　計

△ 2,183

0

39,008

 事　業　費

小　計

0

0

0

1,300

0

0

39,00836,533

 管理運営費

1,169

３０年度

その他(負担金を含む)

34,508計

その他 2,000

区　　　　　分

△ 297

△ 2,178

35,661

２９年度 増　　減

35,364

3,347

利用料金収入
　　　 (千円)

事業収入

計

受取利息・雑収入
事業外収入

収入
36,533

0

県立大山博労座駐車場

18,022 △ 2,957

有

 人  件  費

△ 2,475

支出

一般健康診断の実施

※幅がある場合は上限、
下限を記入

産業医の選任

選任の要否：否　　選任状況：選任なし

最低賃金との比較 適

年１回実施

有

無

※規模の要件あり

※規模の要件あり

※適否を記入

※有無を記入

適

※常時１０人以上の労働
者を起床する場合は作
成、届出が必要

15,065

安全管理者の選任 選任の要否：否　　選任状況：選任なし ※業種・規模の要件あり

19,62617,443



○各種管理者等の業種・規模に係る要件（労働安全衛生法に基づくもの）

７ サービスの向上に向けた取組み

８ 利用者意見への対応

業種

501人～1,000人（３人選任）

○冬季駐車場運営マニュアル（運営マニュアル／接遇マニュアル）を定め、職員教育を行った。
○外部講師を招いた接遇研修を行い、職員教育を徹底した。
〇利用者からの苦情等があった場合は、組織全体で共有し、迅速な対応と再発防止に努めた。

安全管理者

3,001人以上（６人選任）

衛生管理者

種別

区　分 取　　組　　み　　内　　容

規模（常時使用する労働者数）

安全衛生推進者 安全管理者と同じ

50人以上

50人以上

○冬季の駐車場利用料金について、スキー場と連携実施した平日割引サービスはH30年度に廃止した
が、実際の利用状況に基づき改定を行い、運営経費の確保と利用促進の両立を図った。（ただし、３
月以降の土日祝日料金割引は、3/3でスキーシーズン終了のため実施できず。）
○駐車場利用者に対して「DAISENありがとうキャンペーン」（12/23～2/17）を実施し、プレゼント抽
選を行うことで利用促進を図った。

利用者意見
の把握方法

営業形態

管理体制

除雪業務

積雪時に車両正面に積もった雪を除雪機を用いて車が出庫し易くし大変感謝された。

10人以上50人未満
10人以上50人未満

対　応　状　況

　利用者からの積極的な評価

第３駐車場のスキー場側の出入り口付近
がやや傾斜しており、お客様が転倒しや
すい。

利用者からの苦情・要望

衛生推進者 安全管理者の選任を要する業種以外の業種

大山観光局及びスキー場ホームページへの意見等、駐車場職員に対する直接の意見等、周辺事業者を
通した間接的な意見等

出入り口を現行から約９ｍ西側に移動して水平なところに変更し、コーン等
で通路を確保した。

○直営作業員と業務委託とを組み合わせて、作業の迅速性・安全性の確保に努めた。
○除雪に関しては、駐車場除雪作業基準を定めて運用管理した。
○豪雪時には、駐車場詰所に除雪道具を常備し無料で貸し出すとともに、雪に埋もれて動かない車両
の除雪支援等を行った。

201人～500人（２人選任）

1,001人～2,000人（４人選任）

全ての業種
林業、鉱業、建設業、運送業、清掃業、製造業（物の加工業を含
む。）、電気業、ガス業、熱供給業、水道業、通信業、各種商品
卸売業、家具・建具・じゅう器等卸売業、各種商品小売業、家
具・建具・じゅう器小売業、燃料小売業、旅館業、コルフ場業、
自動車整備業及び機械修理業

全ての業種

2,001人～3,000人（５人選任）

50人～200人（１人選任）

産業医



９ 指定管理者による自己点検

　〔成果のあった取組み・積極的に取り組んだ事項〕

１　〔現在、苦慮している事項〕
　・屋内駐車場前トイレの雪ずり対策
　　雪ずり箇所に警戒線の取付と注意喚起設置
　・屋内駐車場入口の桁高が低く、バン型車両及びルーフキャリア搭載車など車高のある車は損傷を招く恐れがある。
　・屋内駐車場出口先及び路面の凍結対策(融雪装置敷設) 各駐車側溝等の老朽破損箇所の更新。
　・普通免許で運転できるキャンピングカー等大型車両が駐車区画を２台分占有する場合の駐車料金があいまい。

２　〔今後、改善・工夫したい事項・積極的に取り組みたい事項〕
　・博労座駐車場が満車時は槙原駐車場に車を誘導するが、通過する車が多く博労座駐車場付近で渋滞が発生するので
　　博労座駐車場の空車情報の電光掲示板利用も含めた効果的な情報提供を図る必要がある。
　・第４駐車場のバス専用駐車スペース白線を基準に車両を駐車する為、コーン等を活用し効率の良い配置としたい。

１　〔成果のあった取組〕
　・接遇マニュアルおよび外部講師を招いての接遇指導を盛り込んだ研修の成果で、駐車場スタッフの
　　接遇品質の向上を図ることができた。
　・冬季駐車場営業終了後の反省会で、お客様からの苦情やスタッフの意見を集約することができた。
　

２　〔積極的に取り組んだ事項〕
　・指定管理区域周辺(駐車場以外)の環境整備(草刈等)を継続して実施した。
　・第４駐車場周辺での手持ち看板掲示に加え、立て看板を増設し槙原駐車場への誘導を行うことで、
　　大山道路の渋滞軽減につなげた。
　・HPにて駐車場の入込情報や道路情報を掲載した。また、だいせんホワイトリゾートと相互情報共有化
　　を図り利用者の利便の向上に取り組んだ。
　・駐車場職員及び冬季交通対策警備員でスキー場リフト運行情報を共有することでお客様に適切な案内
　　ができるようにした。

　〔現在、苦慮している事項〕〔今後、改善・工夫したい事項・積極的に取り組みたい事項〕



10 施設所管課による業務点検

　※総括欄は、各項目の平均の小数点以下第2位を四捨五入した数値を基本に、総合的に評価する。

（該当事項なし）

3

3

〔県の施策への協力〕

　○利用料金等に係る適正な会計事務
　　（利用券、利用券管理簿の管理など）

　○障がい者就労施設への発注
3

　○附属設備・備品の貸出し

〔その他管理施設の管理に必要な業務〕

　○利用者へのサービス提供・向上策

　○施設の利用促進

　○適正管理に必要な利用者への措置命令

　○利用料金の徴収、減免の実施

　○利用受付・案内

〔施設の利用の許可、利用料の徴収等〕

3 ・適切に対応している。

　○業務報告書(月次)における内部検査結果

〔利用者サービス〕

　　　　　　１：協定書の内容に対して重大な違反事項が認められる、指摘済みの不適切事項が放置されている、
　　　　　　　　計画・目標、前年度実績を大きく下回っているなど、大いに改善を要する。

　　　　　　２：協定書の内容に対して不適切な事項が認められ、また、計画・目標を達成していない。

　　　　　　４：協定書の内容以上の適切な管理が行われており、計画・目標を上回る実績があった。

〔　　　　　　　〕

・駐車券の整理・保管、駐車券利用簿の管理取り扱いは適切に行わ
れていた。

4

　○個人情報保護、情報公開

3
・冬季駐車場運営マニュアルを運営マニュアルと接遇マニュアルに
分へ、より詳しい内容とすると共に、研修時に外部講師を招いて接遇
に重点を置いた研修を実施、また今年度はあいサポート研修を実施
するなど、利用者のサービス向上に積極的に取り組んだ。

　○利用指導・操作

　○関係法令に係る行政指導等の有無等

〔収入支出の状況〕

〔職員の配置〕

　○利用者意見の把握・対応

　○必要な規程類の整備
　　（会計規程、協定書等で整備が定められて
　　　いる規程など）

　○不適正事案や事故等の有無

〔関係法令の遵守状況〕

総　　　　括

　○開館時間、休館日、利用料金等

　 ・労働関係法令
　　（労働基準、労働安全、障がい者雇用等）

3

3

・施設の保守管理、修繕について、適宜対応している。
・降雪時等には、これまでの経験に基づき、的確な判断により対応を
している。
・日中の積雪により滑りやすい箇所が発生した場合には、職員によ
る除雪を行い、事故防止を図っている。

　○県内発注（鳥取県産業振興条例）

・行政指導の事例なし。
・県内発注に努めている。

《評価指標》５：協定書の内容について高レベルで実施されており、また、計画・目標を上回る実績があり、
　　　　　　　　優れた管理運営がなされている。

〔　　　　　〕

3 ・スキーシーズンは臨時職員を雇用する等、職員体制を柔軟対応し
ており、適切に対応している。

　 ・環境関連法令
　　（大気、水質、振動、廃棄物等）

〔会計事務の状況〕

　 ・その他の法令

　　　　　　３：おおむね協定書の内容どおり適切な管理が行われており、計画・目標に近い実績を達成している。

項　　　　　　　目

〔施設設備の維持管理・緊急時の対応等〕

　○施設設備の保守管理・修繕

　○施設の保安警備、清掃等

　○事故の防止措置、緊急時の対応

・降雪が少なく3月3日で駐車場の有料営業を終了し、前年度よりも収
入減になったが、管理運営費や人件費などをさらに圧縮し、黒字経
営を確保した。

概ね協定書の内容どおりの適切な管理が行われていた。3

・有料期間となる冬季については、マニュアルを作成し、的確な誘導
案内に努めている。

　○利用の許可

評　価 点　　　検　　　結　　　果


